
 
 

 

 

 

 

 

 

 

エレクトロニクスソサイエティ賞の公募 

 

 
エレクトロニクスに関する新しい発明、理論、

実験、手法などの研究で、その成果の学問分野へ

の貢献が明確であるもの、エレクトロニクスに関

する新しい機器、デバイスまたは方式の開発、製

造でその効果が顕著であり、数年以内に産業的業

績の明確になったものに該当する業績を対象に、

エレクトロニクスソサイエティ賞候補を下記の

要領で公募いたします。会員の皆様方からの活発

な公募（自薦および推薦）をよろしくお願いしま

す。 

 

[1] 締切日  平成 17 (2005) 年 12 月末日 

 

[2] 募集要領 

推薦書（推薦の場合）あるいは応募用紙（自薦の

場合）にご記入の上、受賞対象となる業績を示す

代表的文献（論文、記事、特許等）１件を添付し

て学会事務局宛郵便でお送り下さい。 

推薦書と応募用紙についての詳細は 

http://www.ieice.org/es/2005electronics_award.html 

を参照してください。 

 

送り先: 

〒105-0011 

東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館内 

(社)電子情報通信学会 

エレクトロニクスソサイエティ賞 選奨委員会 

事務局 宛 

 

[3] 選奨規定、手続き等 

選奨規定 

http://www.ieice.org/es/kitei.html 

候補選定手続き 

http://www.ieice.org/es/kitei3.html 

に基づいて選考されます。ご一読の上、自薦・他

薦のほどよろしくお願いいたします。 
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エレクトロニクスソサイエティ第二回運営委員

会の概要 

 

平成 17 年度第２回エレクトロニクスソサイエテ

ィ運営委員会が、中沢ソサイエティ会長、保立次

期ソサイエティ会長以下、運営委員会メンバーの

参加を得て，８月２４日（水）16:00～19:00、機

械振興会館において開催され，以下のような審

議・報告が行われた． 

 

◆前回議事録の確認 

◆理事会報告 

l フェローの選任、和文論文誌ＤⅠ、ＤⅡの合

冊等の報告。 

l 17 年度から、常設研究専門委員会が会計報告

をすることになり、各研究専門委員会委員長

に会計報告の提出を依頼。 

◆ソサイエティ連絡会報告 

l 資料に基づき、各ソサイエティの状況が報告

された。 

l オンラインJNL化に伴うニュースレターの発

行方法について、各ソサイエティへ検討依頼

された。 

l 通信ソサイエティの財務基盤強化策が紹介

された。 

◆第 3回エレソ独立採算化準備委員会報告 

独立採算化の目的と新組織体制案の紹介。 

 

◆会計 

l 収支状況（6月末）報告 

l その他事業費（6月末）支出状況報告 

 

◆会員事業 

l 各研究会へのホームページ維持管理費配分

額報告 

l エレクトロニクスソサイエティ賞の、前年度

の次点、次々点候補を自動的に投票候補とす

る規程改定案を承認。 

l 賞金額と現在の３分野から選出している方

法については、継続審議。 

l ニュースレターの発行形態について、会誌に

各ソサイエティと共同で同封するのが最良

な方法であるという結論に達し、同案を他ソ

サイエティに提案。基礎・境界ソサイエティ、

通信ソサイエティの同意を得た。次回ソサイ

エティ連絡会のときに、更に具体的な案を作

成し、提案予定。 

◆国際関連 

l 平成17年度前期 国際活動支援補助

金：５件（総額 250万円）の申請が

あった旨、報告された。 

＊第 23 回電気接点国際会議 

＊2006 年電磁波工学研究の進歩に関する国際会

議（PIERS2006） 

＊第4回有機分子エレクトロニクスに関する国際

シンポジウム（ISOME2006） 

＊2006 年アジア太平洋マイクロ波フォトニクス

会議（AP-MWP2006） 

＊2006 China-Japan Joint Meeting on Microwaves 

(CJMW2006) 

 

補助金額の配分方法について審議。次回運営委員

会にて規定の見直しを含め継続審議。 

 

l 技術共催申請 

＊2006 年電磁波工学研究の進歩に関する国際会

議（PIERS2006） 

承認 

＊第 9回光将来技術シンポジウム（CPT2006） 

メール審議で承認された旨報告。 

＊SPIE-ISOT 

メール審議で承認された旨報告。 

l 国際会議終了報告 

＊COOL CHIPSⅧ 

＊第 4回レーザ・エレクトロオプティクスに関す

る環太平洋国際会議 

＊第 9回光エレクトロニクス・光通信国際会議／

第 3回光インターネット国際会議 

l CLEO-PR に関する申し合わせ概要 



IEEE-LEOS が共催に変更になった 

説明と、本国際会議が海外で開催 

される場合もエレソは共催とし 

て団体名を掲載することの提案 

を承認。 

 

◆大会関連 

次回ソサイエティ大会でのプレナリーセッショ

ン・プログラムの報告 

 

◆論文誌関連 

l 英文論文誌関連 

査読者に功労賞を贈呈すること 

を検討中 

l ＥＬＥＸ関連 

非会員も投稿ができるように上 

部機関に引き続き訴えていく。

ELEX Best Paper Award について

報告。 

 

◆研究専門委員会関連（各委員長から） 

l マイクロ波研究会「学生研究発表会

への補助について」 

補助を承認。 

l H17 年度 機構デバイス研究会主催

「接触・接続技術に関する講習会」 

収支報告 

 

◆庶務幹事関連 

l 磯田・小倉両副会長を功績賞・業績

賞の委員として推薦 

l 次回運営委員会日程 

１１月１４日 

 

（会員事業担当 森塚） 


